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第二次世界大戦に関するドイツの中等学校歴史教科書調査：  
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famousinstitutionforinternationaltextbook researchwas established．Its aimto  
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l．問題の所在  

歴史教育は政治教育と密接につながるものである、またはその一環であるという考えがある。  

また、歴史の解釈は「倫理的判断」（moraljudgernent）と分けて考えることは現実的ではないとい  

う認識がある（Evans2003：2004：VOnBorries2003）。第二次世界大戦後のドイツ連邦共和国（西ド  
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イツ）と統一後のドイツ政府は、その政策を通じてこうした考えを体現し、ヨーロッパ近隣諸国と  

の対話を通じて、自国とヨーロッパの歴史に関する共通理解を深める試みを精力的に行ってきた。  

ホロコーストや第二次世界大戦でのその他の行ないについて政治的・経済的・倫理的責任を認識  

し、それを後代に継承しようとする、いわゆる「過去の克服」（Vergangenheitsbew紬gung）政策  

は国是とされ、学校教育における歴史教育や政治教育に強く反映されてきた（近藤2005；Mecke1  

1993；Wolftum1999）。   

本稿は、そのドイツの歴史教育の足跡の一端を、歴史科教授計画と歴史教科書の中にみる第二  

次世界大戦の扱いの推移を通じて考察を試みる。具体的には、旧西ドイツに位置するニーダーザ  

クセン州軋andNiedersachsen）の教授計画（Lehrplan）と、教科書認定制魔の下で同州が学校での  

使用を認めてきた教科書の移り変わりを、政治文脈の変遷を視野に入れながら分析を試みる。   

ドイツと日本は、大戦での敗北と、各々その後のヨーロッパとアジアの経済復興のために不可  

欠とされた工業力の潜在性、両地域における戦後の集団安全保障体制での政治的・軍事的重要  

性、戦後経済の「奇跡」的復興など、両国の戦後の歩みは第二次世界大戦の経験との関連で併  

置されてきた。政権崩壊でゼロからの出発（ドイツ語で0時を意味するStundeNu11と表ざれる）を  

経験し、分断された過去と未来の橋を再構築すべく積極的に歴史政策を展開してきた西ドイツ  

は、日本との比較で模範とみなされることが多い（Conrad2003；CrawfbrdandFoster2007；近藤  

1998）。   

確かにそのドイツでも、戦後初期の「過去との断絶」には、戦犯の釈放にみられるように、  

ニュルンベルクで受けた勝者による裁きの「近い過去」への反発や、ナチスは既に過去のものと  

して忘却しようとする「ナチスとの決別」という面があった（Frei1999：163－195；K6nig2003）。  

また1949年の世論調査では、60％近くのドイツの人々が「ナチズムはその用い方は悪かったが、  

良い思想である」と答えており、40％以上の人が「罪より功の方が大きい」と答えている但ourke  

2004：475）。   

しかし、こうした側面を呈しながらも、他方ナチスの政治に対しては明確な否定を国内外に  

示してきた。少なくとも西ドイツ建国後最初に成立したアデナウアー（KonradAdenauer，1949－  

1963）政権から、国際社会復帰と近隣諸国との外交関係修復における歴史認識の政治的重要性を  

認識し、それを政策の主題に据えるべきであるという姿勢を示してきた（柴田2008a）。アデナウ  

アーは、国民全休が負う「集団的責任」（Kollektivverantwortung）の重要性を訴え、この立場は、  

1949年9月、新たに開かれた議会においても明確にされた胆eichel1999：43）。大戦後から冷戦時  

代、反ユダヤ主義・反ファシズム・反スターリニズム等の葛藤の中で、時にナチスの被害者とし  

ての立場をとってきたドイツ民主共和国（東ドイツ）とは異なり、西ドイツではナチスの犠牲と  

なった国や人々と、その歴史について共通の理解を模索してきた。そして、その過去については  

「国の記憶」を構築することが政治的課題であるという政策は、党派を超えて守られてきた。分  

断されてきた2つのドイツで、ともに歴史解釈に関する対話が始まったのは、やはり政治文脈と直  

接関わっている。西ドイツのプラント（WillyBrandt）政権が新しい東方政策（neueOstpolitik）を打  

ち出し、東西の歩み寄りが始まったころ、東西の歴史学者の対話も始まった（Berger2003）。この  
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ことも、やはり歴史と政治の密接な関係を表していると言える。  

Hl．ドイツの中等教育と教科書  

文教問題を含め広く行政に関して地方分権が原則であるドイツでは、州により教育政策や制度  

も異なり、中等学校の種類も全国的に統一されていないが、一般に複線型学校体系を維持するド  

イツの中等教育機関は大きく分けて本科学校（Hauptschule）、実科学校胆ealschule）、ギムナジウム  

（GymnaSium）、これら3種をあわせた総合学校（Gesamtschule）がある。本稿ではニーダーザクセン  

州のギムナジウムにおける歴史教育を対象とする。   

東西統一後16ある州の中からニーダーザクセン州を選んだ理由は、第一に、ここに  

はゲオルク・エツカート・インスティテュート（Georg－Eckert－Institut fdrinternationale  

Schulbuchfbrschung）と呼ばれる国際教科書研究所があり、世界各国の教科書の蔵書のみならず、  

豊富な研究実績へのアクセスが可能だからである。敗戦後、イギリス占領下にあったドイツでナ  

チス時代の教科書改革が行なわれていた時期、再び全体主義や国粋主義に影響苫れない新しい歴  

史を教える必要を説いた歴史学者エツカートの功績に因るもので、連合国による占領時代の1946  

年12月に設立されている。また、実際の教育現場での授業や教育方針について調査するにあた  

り、同州ヴオルフェンビュテル（Wolfenbdtel）市にあるテオドア・ホイス・ギムナジウム（Theodor－  

Heuss－Gymnasium）の協力が得られることも重要な要因である。   

複数の中等学校種のうちギムナジウムを選んだのは、この実践的理由のみではなく、ギムナジ  

ウムの学習の量の豊富さと深さが群を抜いているからである。ヨーロッパの伝統的なエリート教  

育機関として、その教育程度の高さとMenssanaincorporesano（健全な肉体に健全な精神）に表  

される人格形成の理念は、ヨーロッパのみならず広く西洋世界で長きにわたり評価を受けて普た  

（VonSternburg1904：365）。こうした知性と教養の本流となる社会的役割を認識する教育は、そ  

の社会の秩序や制度、また「社会の良識」の規範となる枠組みをつくる（AronowitzandGiroux．  

1991；BourdieuandPasseron．1977：71－112）。戦後西ドイツの歴史政策（Geschichtspolitik）が、  

ヴァイツゼッカー（RichardvonWeizs畠ker）ら「ドイツの良識」と呼ばれる政治・社会のリーダー  

らによって文字通り導かれてきたことを認めるとするならば、ギムナジウムでの歴史教育を視野  

から外すことはできない。戦前の複線型学校体系を廃止し、戦後アメリカ占領下で6－3－3単線型学  

校体系を導入した日本と、公教育が果たす「エリート養成」の社会的役割の認識に大きな相違が  

あると言える（Shibata2005）。   

他方、教科書のしくみには類似点も多い。ドイツにも日本の学習指導要領と似た機能をする教  

授計画がある。これは州教育省が作成し、教育の目的や方向性をはじめ詳細な教授内容を規定す  

るもので、当然教科書はこの内容に沿うものでなければならない。また教科書が歴史研究者を中  

心として執筆ざれ、民間の会社によって出版ざれた後、教育省によって「認定」（’’genehmigte7や  

”zugelasseneTlという語が剛、られる）を受けなければならない点も日本と似ている。州教育省は認  

定した教科書を教科書目録に掲載し、これを毎年度更新する。州内の学校はこの中から教科書を  

57   



AJで∂∫r日蝕乃L止uム∂3βニ55－βZ2β09  

選ぶので、この点は、地方の教育委員会が管轄する全ての学校一律に同じ教科書を採択する日本  

とは異なる。   

日本と同様に、これら出版会社は教科書もしくは学習教材にほぼ集中して事業を展開している  

いわゆる教育・教材系出版社で、イギリスのOxfordUniversityPressやMacmillanなど幅広い分野  

で事業を展開する大手商業出版社が教科書も作成するという事情とは異なる。また教室では教科  

書が主な知識の媒体として用いられるのも、ドイツは日本と似ている。他方イギリスにはそもそ  

も「教科書」の公的規定や審査もなく、他のヨーロッパ諸国と比べても教科書の「ステータス」  

は比較的低いとされる。教室でも必ずしも1人1冊ずつ使用するわけではなく、隣の生徒と共同  

で使うこともしばしばである。イギリスの場合、各学校の事務で歴史を担当する課が与えられた  

予算から、教科書を含めた全ての教材の購入を行う。換言すると、予算の使い道はこの課に一任  

されており、それが主に教科書に充てられるとは限らない。現実には、限られた予算の申から全  

ての子どもに1冊ずつ教科書を供与するのは難しく、2001年の調査では、歴史科に関して言うと  

44％の生徒が他の生徒と1冊の教科書を一緒に使っている。自宅に持ち帰ることも稀で、例えば家  

庭で教科書へのアクセスがある児童・生徒の割合は、11～14歳で24％、14～16歳で49％とかな  

り低い（Foster，andKarayianni．2007：13）。従って、教科書にある一定の「権威」が携えられてい  

る日本やドイツの場合、教科書の内容は教室での教科教育内容との関連性が高いと考えられる。   

ただし、教科書が重要な教育媒体になっているとは言え、歴史教育の「実態」を探るのに、教  

科書だけの調査に限界があるのは言うまでもない。筆者自身の世界史教員としての経験からして  

も、同じ教科書を用いても、教員の歴史観や力量また時間的制限など物理的条件にも大きく左右  

される。このことは、戦後まもない1950年代の西ドイツで戦前教育を受けた教員によるドイツ史  

の授業は、教科書記述に関わらず「ドイツ史の授業は1933年で終わる」ことが多かったという話  

からもよく理解できる。こうした教科書調査の限界を認めつつ、公教育政策の下で展開苦れてき  

た歴史教育の一端を探りたい。  

Ill．ニーダーザクセン州の歴史科教授計画と認定教科書  

以下の表は、終戦後から現在までの間に州教育相によって出された教授計画と、認定教科書リ  

ストの抜粋である。その時代の歴史教育政策延いては文教政策全体を反映するものとして、新た  

に認定された教科書のみを表に記載した。従って、同じ教科書もしくはその改訂版が時代を超え  

て継続して使用されている場合もあり、また2－3年後にはもはや認定されていない教科書もある。  

書名の邦訳は筆者によるものである。なお、教授計画に関しては第二次世界大戦に関連し、そ  

の時代を含むものを太字で標記した。認定教科書に関しては、中世、近代といった各時代を網羅  

的に扱うのではなく、第二次世界大戦やナチス・ドイツのみを特化して取り上げた教科書を太字  

で示した。時代によってかなり異なる州文書の表記書式や教科書分類の方法は、できるだけ原資  

料のそれらに従った。表中「－」は原資料に記載のないことを示している。1．はいまだドイツが  

連合国軍の軍事占領下にあったものを示し、2．ではドイツ連邦共和国建国以後のものをあげてい  
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る。なお、執筆者に関しては、姓のみの表記のものを除き、名はイニシャルで示した。  

1．占領期  

表1：教授計画（1947年、ニーダーザクセン州で戦後初めての教授計画）  

学年   履修内容   

5年生  時系列に沿った歴史学習の基礎、■故郷の歴史   
6年生  古代の世界、ロ←マ人、ゲルマン人   

7年生  民族大移動、フランク国、中世   
8年生  宗教改革、農民戦争、反宗教改革、30 年戦争、ヨーロッパの絶対主義時代、市  

民の成長   

9年競  ウィーン会瀬、産業革命、高度資本主義時代   
‖）年生  復習   

（”Lehrplan fむr denGeschichtsunterrichtin denbraunschweigischenVolks－und  
Mittelschulen化より）  

表2：認定教科書（1945－1949年）  

認定  春名   執笹（代表）   

年   年  者   年   

山  1949  1948  酌即derr∂拍どれβα〃dノ，乃ブナ〃ご  0．Schulz   Padagog．  
血∫エeムe〝f〃dgr拘rgeif（『民族の  Verlag B即th．  
道 第1巻第2部：有史以前の生  Scbulz（Berlin）  

活』）  

2  1949  1948  酌gぞ加rr∂Jたどれβα乃〟J，花王JJ廿  5   

∂feGgr〝川根乃（『民族の道第1  くi  

巻第3部：ゲルマン人』）   

3  1949  1948  仇汀山頂府昭．Gβ∫C力∫c如ピ de∫  W．Hof●fmann；   6  

dJJgrg〟椚∫   〟乃d   
de∫  ｛暮  

肌′JgJd如rぶ（『発展古代と中世』）   

4  1949  1948  虎g乃ge〃以椚ダref触れVO明月〟∫gα乃g  H．Scherrin＄ky，   7  

dg．9 ．財fJJgJαJJgr∫  あ′∫  Z〟r  E．Berger；  ■l  

鮎voJ以Jfo乃γ0刀∫銅β（『白面のた  
めの戦い：中世のはじまりから1848  
牛革命まで』）   

5  1949  1948  βg〟‡∫Cカe  Ge∫C損亡射g  f椚  K．Witte；   G¢Org  

g〟r叩βfぶCゐg乃  Z〟∫αm肌g〃如乃g，  K．K8れ】g   We＄termann  

βα乃dJご加∫ん打J′eJαJゎざr（『ヨ一口ツ  （Braunschweig）   
パの文脈におけるドイツの歴史第  
1巻：中世』）  

6  1949  1948  ββ〃f∫Cゐe GeβCカicゐJビ ゴ椚  

e以「叩∂fj・C毎乃Z〟∫α椚椚g乃如乃g，  li   くi  

βα〃d〃ごブイJβ岬J7βタ（『ヨーロッパの  

文脈におけるドイツの歴史第2  
巻：1450－1789年』）  

当時はまだ連合国軍の軍事占領下にあり、ドイツ人「再教育」政策の一環として教科書改革が  

行われた。四連合国による分割統治であったが、ポツダム合意に違反し独自の占領政策をとった  

ソ連と、具体的な改革策に欠けていたフランスを除き、比較的精力的に教科書を含めた教育改革  
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を行ったのはアメリカとイギリスであった。イギリス軍政府の教育部門も、占領開始からわずか1  

年後には拒否権だけを保持し撤退帰国しているが、教科書改革は、この二国による共同作業によ  

りナチ時代の教科書について戦後の適正が検査苦れ、改訂または新規作成された（柴田2008b）。   

この時期の教授計画には、第二次世界大戦やナチズム、第三帝国の直接の語はなく、「高度資  

本主義時代」の項目に、その政治的社会的矛盾の一側面として扱われている。州教育省に認定さ  

れた教科書の表でも、第二次世界大戦やナチス・ドイツを扱う教科書はない。この時代にとっ  

て、第二次世界大戦はまだ「歴史」というには余りにも近い過去であっと考えられ、認定教科書  

が扱う時代やテーマは古代や中世に集中している。  

2．ドイツ連邦共和国期  

表3：教授計画（1950年代～現在）  

表3－1：1950年  

履修内容  キーワード  

1848年から現在まで  
1．ヨーロッパの後進国としてのイタリアとドイツの国家統一  

2．帝国主義と世界大戦  
3．ヴァイマル共和国とヴェルサイユ条約による外交の重荷  
4．ナチズムの支配   

a）ナチズム台頭の温床としての第一次世界大戦後の国際政治関係   
b）ヴァイマル共和国の機能不全とその政治空白をついたヒトラー   

c）全体主義国家による法治国家原則の崩壊  

10年生  

ナチスの外交政策  
界大戦  

領土拡張  
ナチス政治の危機  

c）連合諸国による大西洋應牽、カサブランカ暮テヘラン・ヤルタ会裁  
ポツダム合意によるドイツの運命決定  

（，，RichtlinienftirdenUnterrichtan den Schulen des LandesNiedersachsen：  
Geschichtsunterricht an h6heren Schulenりより）  

表3－2：1957年  

履修内容  キーワード  

1848年から現在まで   
a）経済的発展、市民の成長   
b）中部ヨーロッパにおける国民国家の誕生   

c）内政問題  
d）ビスマルク   

e）帝国主義   

r）第二帝政   

g）第一次世界大戦   
b）ヴァイマル共和国   

i）世界恐慌   

j）第三帝国と第二次世界大戦  
ヒトラーとナチス、ヴェルサイユ条約破棄、ミュンヘン合意、降伏、1944年7  
月 20日のヒトラ｝への抵抗  

8年生  

k）戦後  

（”LehrplanmrOeschichte‘‘より）   
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表3－3：1960年（学年規定なく歴史教育の重点テーマに関する通知のみ）  

フ‾－－マ   勧告（キーワード）   

ヨーロッパの優位と第一次世界大戦によるその崩壊   
2   ヴァイマル共和国の建設と崩壊   

3   法治国家秩序の破壊とナチズムの時代、反ヴェルサイユ、外交改発   

4   法治国家秩序再建の試み、ドイツの分断、その原因と結果   

戦後世界における権利と自由のための戦い   
（，，Behandlung derjBng＄ten Vergangenheitim Geschichts－und gem¢inschaftskundlichen  

Unterrichtin den Schulen“より）  

表3－4：1963年  

履修内容  キーワード  

1871年から現在  10年生   

（”Richtlinien fnrden Unterricht an h8heren Schulen：Vorlaufige Stoffverteilungspはne far   
dieFacherGeschichte，Erdkunde，Gcmeinschaftskunde，Physik，Chemie，Biologie”より）  

表3－5：1970年  

（”Allgemeine Richtlinienund Richtlinierlf翫denUnLerrichtin den F温chern Erdkunde，  

Geschichte，SoziaトundGemienschaftskunde“より）  
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表3－6：1983年  

学年   履修内容（キーワード）   

10年生  14．ソ連におけるロシア革命と発展（計7時間）   

（計60   14．1ロシア革命（3）   
時間）   14．2スターリン時代のソ連における重要な発展（3）  

復習と問題練習（1）  
15．ドイツにおける鶴会制民主主義：ヴァイマル共和国（15）  

15．11918年の革命と国家の民主化（5）  
15．2共和国の重荷と安定（5）  
15．31929年以降の経済的政治的危機（4）  
復習と問題練習（1）  

16．ナチズムと第二次世界大戦（計一17時間）  
16．1ナチスの政権掌握の前史（3）  
16．2独裁政権の成立、支配の安定化、戦争準備（4）  
16．3ユダヤ人政策と組織的人畳殺人（2）  
16．4ナチス政権への政治的抵抗連動（2）  
16．5第二次世界大戦（4）  
復習と間髄練習（2）  

17．ドイツの分断とドイツ連邦共和国とドイツ民主共和国の歴史（計15時間）  
17．1占領統治から両ドイツ国家の建設（5）  
17．2同盟システムにおける建設と統合（6）  
17．3ベルリン：封鎖から四連合国同意まで（3）  

復習と問題練習（l）  

18東西対決の形成と発展（計6時間）   
11年生  絶対主義と1789年フランス革命から1948年；または   
（モデル  イギリス立意君主国家：または   

B）   座業革命   
12年生  前半：   
（モデル  1．ヴァイマル共和国とナチズム、ドイツ1919－1939年   

B）   2．18－19世紀の国際国家システムの発展  
3．ドイツの1981年、1919年、1949年の悪法：起源、可能性、問題点  
4．自由主義、国家思想、権威主義国家18舶－1945年：近代における「ドイツ特有  
の道」？  

後半：  

L帝国主義と第・次世界人戦  
2．ドイツにおける政党の発達  
3．20世紀列強の役割  
4．外交政策のライトモティーフとしてのヘゲモニーと勢力均衡（18－20世紀）   

13年生  前半：   
（モデル  1，ヴァイマル共和国からナチズムまで   

A）   2．例に見るドイツとポーランドの隣国関係  
3．1918年以降のドイツの経済発展のおもな特徴  
4，ヴァイマル共和国とドイツ連邦共和国の国家、社会、経済の比較  
後半：  

1．1945－1949年における両ドイツの成立  
2．第二次世界大戦におけるドイツ問題  
3．第二世界の成立；南北間題の原因  
4．様々なファシズム理論からみたナチズムの成立   

（”Rahmenrichtlinien fnrdas Gymnasium：Klass7－10，Gymnasiale Oberstufe“より）  
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表3－7：1994年  

履修内容（キーワード）   

歴史学  人間と自然、人間と社会、平等と不平等、支配と自由、戦争と平和、人間像と世   
習の■主  

應   

歴史研  
究の次  

元   

調査の  
形   

基本  「平和、平和と統一についての考察：歴史的経験からみたドイツの視点」例：   
テーマ1  l．統一、平等、自由－1948，1918，1989：ドイツにおける革命？  

2．工業化と民主主義一近代におけるドイツの困難な道のり  
3．解放とジェノサイドの間：19－20世紀のドイツにおけるユダヤ人  
4．ナチス・ドイツ：「ドイツ特有の道」の勃興と終焉  
5．1945年以降の2つのドイツ：崩壊したドイツ国民国家に対する回答への試み  
6．近代工業化社会における自由毛義的・社会室義的挑戦の影響によるドイツ  

の両性平等への変速  
7．帝国主義とパートナーシップの間で利率追究するドイツの経済力  
8．19－20世紀の移民の動きを通してみるドイツ社会の変化  
9．戦争と平和：ドイツ国民国家とその近隣諸国との関係  
10．ドイツの席史像の例：暦史の中核となる事象やイデオロギーの伝鋭  
11．工業資本キ義と労働者運動：階級闘争からパートナーシップ思想まで  
12．1949－1989年の近代化と保守主義の間にみるドイツ連邦共和国とドイツ民主  

共和国における政治文化  
13．ドイツにおける社会主義思想：未来の希望、嬢落、不信、または根本価値の  

不変？  

14．ドイツの2つの過去にみる平等と不平等：ナチスとドイツ社会羊義統一党支配  
下の人々  

15．工米化社会の要求の■■■ドでの法治国家と福祉国家としてのドイツの成長  
16．ドイツにおける宗教、教会そして信仰税：世俗国家と信仰の自由に基づく基  

本的人権  
17．ヨーロッパと世界の民族とともに見るドイツ像とその変遷   

基本  「結束と多様性：歴史的経験からみたドイツの視点」例：   
テーマ2  1．世紀の転換期にみるヨーロッパの概念：白己諷識とナチズム克服への試み  

2．ヨーロッパにおける貧困と富裕：現在の地域的不均衡の歴史的背景  
3．19－20世紀のヨーロッパにおける社会的分化と同化  
4．冷戦の西ヨーロッパから封鎖後ヨーロッパまで：目的設定、社会制度と政治  

的枠組み変革練題の発達  

5．中世のヨーロッパ：ラテン・キリスト教的西とギリシャ・キリスト教的東の統一と分  
断－ローマとビザンチン  

6．フランス革命以降のヨーロッパにおける国民国家と国境  
7．ビザンチン、酉ヨーロッパそしてイスラム世界の出会いと紛争の地としてのパル  

カン半島  

8．ヨーロッパの自覚：舌代から現在に至るまでの自己と他者が描くヨーロッパ像  

の継続性と変化  
9．ヨーロッパとアフリカ．依存と期待：旧植民地から“被竣功国’’へ  
10．1492 年彼の世界のヨーロッパ化：ひとつの文明モデルの地球規模の拡大の  

有益牲と代償  
11．中世におけるギリシャ・ローマ的支配：ヨーロッパの生成？  
12．1919－1933年：ヴェルサイユー1945年期から1989年のヨーロッパ：ヤルタ以降  

のヨーロッパ．協力と対立の比敬  
13．隣国関係への道：フランスードイツーポーランド  
14．初期近代：15世紀と1789年の間における近代ヨーロッパ形成エポック  
15．1945年以降の西ヨーロッパにおける生活文化の発達   

基本  「矛盾の中の一つの世界：歴史的経験からみたグローバルな視点」例：   
テーマ3  1．“発見”と“発見者，，：ヨーロッパ支配の要求と方紡の衝突にみるコロンブス以  

前の文明  
2．ヨーロッパのための植民地商品：砂糖と第〟世界・第三世界の変化にみる例  
3．19世紀以降のアラブのナショナリズム：ヨーロッパの挑戦に対する答えとしての   
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表4：認定教科書（1950年代～現在）  

表4－1：1950年代  

諷定  出版  書名   執筆（代表）   

年  年  者   

u  1952  1951  G川乃dzガggdgrGg∫Cゐfc射g，β〟乃d  Ph． Ernst；  Moritz   ＝ト  

rブナ．   拘乃  βgg川〃  〟er  8usch   Diesterweg   13  
ダデ（‡乃g∂ぶf∫Cゐg〝属官v（JJ鋸J∫0乃J7∂ク  （FrankFurtノM）   

ムg∫Z以rGggど〃Wロrf  

（『歴史の主な特徴第7巻：1789  
年フランス革命から現在まで』）  

2  1952    Ge∫Cゐfcカメei刑 伽gr占〃cÅ，ダoJge  Mommsen  Gerhard   lト  

イニ ーb椚 gr∫fe乃 酌J沌riggあざ∫Z〟r  Stalling   13  

Geg印Wαrg，J夕月－ブタ4∫（『歴史の  （01denburg）   

概観シリーズ4：第一次世界大戦  
から現在まで、1914－1945年』）  

3  1952    Gβ∫Cゐfc如才fc如ざ∫   Tenbrock  Herm．   1ト  

U乃Jgrr～c如∫Wgr丸 d〟∫g（‡あg 」，  SctlrOedel   13  
βα〃d巧抒セ才徳e∫CカブcJ両加rZe～J  （Hanl10Ver）   

川乃J別々ーノ銅J（『歴史の教育教  
材、A版第5巻：191小1ウ45年の  

世界史』）  

4  1952    Ge∫ぐんfぐ析ぞ，βαJ‡d イ，Ge∫Cカブ（！射e  Traber   Joh．   8－  

加r 乃g㍑e∫fe乃 Zeれ Jβ∫2 みね  Borgmeyer   10  

ノ卯2（『歴史第4巻：現代の歴史  （Bonn）   

1852－1952年』）  
5  1952    U〝Jgrrよぐ射封〝βr鬼ノ滋r Ge∫C鬼才c射ぞ，  Bosl   Lurz  

Jrβα乃dごⅣe以e∫feZピタ∫  （M萬nchen）   

「ノ銅∂－ノダイ∫ノ（『歴史用教育教第  

4巻：現代の歴史1852－1952年』）  
6  1954    抄セrde乃…d押Jgr加机βα乃dJrノβJe  E．Vita11；  ‘8ralln   11－  

那〃どぶ／eZgわノβノ∫－ノタJβ（『発展と  13   

影響第4巻：現代1815－1950  
年』）   

7  1955  1955  Gr〟乃dヱガge dgr Ge∫Cぁざc如g v∂〃  Fernis；   Moritz   1ト13  

dgr  UrzgfJ  わf∫  ヱ〟r  Haverkamp  Diesterweg  
Gggg〝Wαr′げ歴史の主な特徴原  （F柑nkrnrtノM）   

始時代から現在まで』）  
8  1958  195（；  Z押∂げ ノαゐrg 椚JJgr毎rr∫Cゐ姉  Schaffbuch  Neckerv¢rlag  全  

（『12年間のヒトラー政権』）  （Vi11igen）   学校   

9  1959  1959  G川乃drぴ der Ge∫ぐゐfc鳥fg，VO乃  Frank；   Klett   1ト  

ノβJβムg∫g〟rGegど椚γα〃（『歴史の  Hofn；   （Stu・ttgart）   13  

概説1850年から現在まで』）   Wulf   
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表4－2：1960年代  

諷定  書名   執筆（代表）   

年   年  者   年   

u  1964  1963  び乃∫grgGeぷCゐfc如ピノタjゴーノタイ∫，  Debus；   Wochenschau  
血∫”かr′JJe月efcカ“わ1   Helbig   Ⅴ¢rlag，  

βαr∫fgJJ〟〃g〟〃d  （Frankrurt／M）   

か0如川g乃J錯（『私たちの歴史  
1933－1945年：図表と文書にみる  
「第三帝国」』）  

2  1964  1964  Gr〃〃dr伊  dgr 〔7eぷCカJcカfe，  Dittrich   Klett，   1ト  

d〟∫g（l如凡βα乃d〃ごβie椚Oder乃g  （Stuttgart）   13   

靴J才一拘乃加㌻あかgerJ托ゐ紺  

伽v8J録g∫0乃あiぶヱ〟rGegg〃仲αr′  

（『歴史の概説B版第2巻：現代  
の世界一市民革命から現在まで』）  

3  1967  1967  Ze抽乃〟乃d〟e乃∫C如乃，月〟∫gα占gβ，  1mmisch   Schroedel，  
βα〃dルごg〟r叩d〟〃dd∫β酌JJ加∫  （Hannover）   

20．ノα加あ〟〃如r拍（『時代と人々B  
版節4巻：20世紀のヨーロッパと  

世界』）  

4  1969  1968  Gr〟〃〟z滋gピdgr（7e∫C鋸（l如eβα〃〟  H．Dei飢er；  Moritz  

イ．・  V（フ〝   ノβpO  ゐf∫  g〟r  H．Krieger  Diesterweg  

Geg錯W〟rJ（『歴史の主な特徴  （Frankfurt／M）   

1890年から現在まで』）  

表4t3：1970年代  

瓢定  音名   執筆（代表）   

年   年  者   年   

山  1971  1970  Ze加〃〟乃d〟g乃∫ぐ如乃，d〝∫gα∂gq  Henbrock  Schroedel，  
βα月d2ご上Hegg∫CカブcゐJJgc加〃  （Hannover）   

G用刀dJ〟gg乃♂g′Ggge乃Wdr′ノ77d  
占f∫カe〟Je（『時代と人々G版第2  
巻：現代の基礎1776年から今日  
まで』）  

2  1972  1971  軸∫gggJder Ze如乃，d打∫gαムg β，  Hoげmann  Diesterweg，  
βα乃dイ二物乃dgr属Ⅳ∫∫f∫C力ぞ〝  （Frankr11rt／M）   

虎gv〃J〟Jfo〃  ゐね  z〟′  

Gggg椚〝αrf（『時代の鏡B版第4  
巻：ロシア革命から現在まで』）  

3  1977  1976  押セノ徳e∫Cあfc如g 抽」叫什び，βロ乃d  W．Ripper；  Diesterweg，   1ト  

j，乃fノブご拍肌gr．9Jg乃押セ／沈rfgg  （FrankrurtノM）  13   
わf∫ブダイJ（『世界史概説第3巻、  
第1部：第一次世界大戦から  
1945年まで』）   

4  1978  1976  靴わggぶCゐic射e わ搾 月払什掛 拘郁  W．Ripper；  Diesterweg，   ‖－  

gr∫托乃抒七抽rfgg占i∫Jタイ∫（『世界  

史概説：第鵬次世界大戦から  
1945年まで』）   

5  1978  1970  Gr打乃かびdgrGどぶCカicれd〟∫g〟毎  Bonwetsck  Klett   1ト  

β（『歴史の概説 B版』）  （Stuttgart）   13   

6  1979    r∂J毎れぶf銅価〟乃dぷ〟加rg〃（『民  1ト  

族、国家、文明』）   13   
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表4－4：1980年代  

認定  春名   執筆（代表）者   出版社（都市）  学  
年   年   

n  1980  197＄  如才ビgeJderZゼ如乃，d〟ぶgα占ど  Busley   Diesterweg，   10  

βご拘ゎdど㌢月〟∫∫f∫Cゐe乃  （Frankrurt／M）   

尺ev（）7録′fo〃 み∫∫ Z〟r  

Gege〃冊rJ（『時代の鏡B  
版：ロシア革命から現在ま  

で』）  

2  1980  1977  G川〃dgガge 如r Ge∫C鬼才c如gご  Kaier   Moritz   10  

lJの〃  Jβタ0   ゐf∫   Z〟′  Diesterweg  
Gege乃W即J（『歴史の主な特  （Frankfurt／M）   

徴1890年から現在まで』）  
3  1980  1979  F川ge〝 α〃 dJe Ge∫Cカタc如gご  Schmid   Hirschgraben   10  

βig 〃セ〃 f研 2β．  （Berlin）   

Jロ加点以乃dgrf（『歴史への間  
い：20世紀の世界』）  

4  －1980  1969  〝ピ乃∫C力e〃 ∫乃 才力rer ZgfJ．  Bodensiek   Kl¢tt   10  

ββ乃dイJJ乃以乃∫ergrZビ呵『あ  （Stuttgart）   

なたの時代の人々第4号：  
私たちの時代』）  

5  1980  1968  gJピJJ∫  Gど∫Cカfc如J～cゐぞ．9  Conze   Klett   10  

U〃rビrrfc如∫Wer舟，d〃∫gα占e  （Stuttgart）   

C．・ぶfααJe那γぶJg椚打〃d  
酌Jr卯J～離（『クレット歴史教  
育教材、C版：国家のシステ  
ムと世界の政治』）  

6  1980  1978  ZefJg乃  録〃d  Aオg〃∫ぐ／ば乃，  Tenbrock   Scbroed¢1，   10  

血∫gαあg飢Zgわgg∫Cゐfc射♂  （Hannover）   

「J夕J7  あざ∫  Z〟r  

Ggge〝Wαrり（『時代と人々B  
版：現代史（1917年から現在  
まで』）  

7  1980  1976  抒セJJgeぶC力∫c如g f椚 d叫什び，  Kai8r   Diesterweg，   1l－  

βα〃dj／ノ∴拘椚gr∫Jg〃  （Frankfurt／M）   13   

批桐rfeg占ねブタ〃j（『世界史  
概説第3巻第l号：節一次  
世界大戦から1945年まで』）  

8  1980  1978  酌旬押㍑鯨油拍】血．血♪ぴ  Ripper   Diesterwe臥   1l－  

ProムJe〝‡edゼ∫dg〟′∫Cゐe乃  （Frankfurt／M）   13   

〃d血乃αJ∫fααre∫（『世界史概  

説：ドイツ国民団家の藤間  
題』）  

9  1982  1979  ′                 ′       ′        ′ ■  Hug   Diesterweg，   9－10  

拘〃derZgfJde∫  （Frankfurt／M）   

J刑クピノiα〃∫椚〟ぶ∂ねz〟r  

Gege乃Wd〃（『歴史的世界学：  
帝国主義時代から現在ま  

で』）  

10  1982  1979  月g才力eご   GgぶCカ∫cカタg   f刀  LocIl   Frankoni11S   7－10  

ぴ〃′err～c如∫朗（〉deJie軋βぞr  （Dornburg）   

胸血乃8Jぷ0ヱ∫αJf∫沼〟∫（『シリー  

ズ：歴史教育モデルナチズ  

ム（国家社会辛義）』）  
山  1982  1979  Ge∫亡兄fc如g ノ憲r 財8rgg乃ご  Heumann   Hirschgraben   10  

Zgわge∫Cゐfcゐ′ビ（『明日への磨  （Berlin）   

史：現代史』）  

12  1982  1978  机府那肌朝凪抽ヲ わ乃 ノ叛什甘  Ripper   Diesterweg，   ‖ト  

血∫那加f〃rゐg椚e乃如中g乃ご  （Frankrurt／M）   13   

かぞr紺「（）pβf∫Cぁだダ耶亡兄7∫朋〟∫  
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〟〃ddα∫伽f〃g如∫cゐ（『テー  
マ別冊世界史概説：ヨ一口  
ッパのファシズムと第三帝  

国』）  

13  19Sユ  1978  酌才一geぷCあicあーe f椚 dlt什姐  Ripper   Diesterweg，   lト  

d〟ggα∂gi〝r如椚e〃ゐ招e〃ご  （Frankfurt／M）   13   

かどre〟rOクβ′ぷぐ如ダα∫Cカ～封明び∫  

〟〃ddα∫かr～′Jg如才cカ（『世界  

史概説テーマ別冊：ナチズ  
ムの外交政策と第二次席大  

戦』）  

14  19＄2  1977  βe椚0えrα∫fe f〝 ∂ぞ〟J∫Cカね〝d  Groβmann   DonBosco   11－  

dJ∫タ′の占Je肌〟〝d月玖徳α録（『ド  （M色nchen）   13   

イツにおける民主主義の問題  

と課壌』）  

15  1982  1979  Cri川drび 加r Gg∫Cカgc射，  Hey   Klett   lト  

ⅣαJ拍〃αJ∫βZブαノブ∫椚払9 〟〝d  （Stuttgart）   13   

ダαぷCゐf∫椚〃∫（『歴史の概説  
ナチズムとファシズム』）  

16  1982  1978  Ze∫∫g乃  以乃d  〟g那C烏g〝，  Tenbrock   Scbroedel，   10  

d汀∫gα録GJZefggg∫Cカic射e  （H8nnOVer）   

rJタノ7  ムf∫  Z〟r  

Gβgg乃Wαrり（『時代と人々B  
版：現代史（1917年から現在  
まで』）  

17  1983    Gg∫Cカ∫ぐゐJJfc烏e  勒J沌〟〃dgニ  Busley   Diesterweg，   10  

I匂乃dgrO如0占ビγrgVOJ以fね乃  （Frankrurt／M）   

f〃虎叫βJ〟乃d占iぶヱ〝r  
Gegg乃Wαrf（『歴史的世界学：  
ロシア10月革命から現在ま  

で』）  

18  1983  198l  〟g那Cカe乃 f乃 Jかどr Zg〃．  Jahr   Klett   10  

grJ朋gr乃〟乃dぴrJe摘花イ（『あ  （Stuttgart）   

なたの時代の人々記憶と判  

断4』）  

19  1983  1982  r∂沌叫  ぶ‘dαJe乃   〟乃d  Stier   Westermann   10  

∬〟JJ肝e乃（『民族、国家、文  （Brau†lS¢hweig）   

明』）  

20  1983  1980  J〃fgr乃αJfo乃αJg βgzfe見川〃gg乃  Pommerin   Scbwann－Bagel  1l－  
f椚ノダ．〟乃d2β．J〃かカ〟柁der牲  （D凸SSeldorf）   13   

∬〟r∫JGgぶCJIf仁山eノA山行沌．  

跳ぶJOrf∫Cゐed以∫占iは以乃gdg∫  

de椚0たrαri∫C力g乃尺ec如∫一肌浸  

陀ナゾゎざ∫〟〝g∫∫Jαα′e可『19－20  

世紀の国際関係：歴史・政治  
学コース民主主義国家と意  

故国家の歴史的教育』）  
21  1984  1981  GeぶCカブc如eイ（『歴史4』）   Heinlotb   List（Berlin）   10   

22  1984  1980  Ge∫Cムfc射g／タロ′fオブ鬼 － かd∫  Kosthorst   Scb6ningb   8－  

乱射甘別肌りふ飢豆d〃別け封沌ほ  （Paderborn）   10   

加gわ乃g（『歴史・政治学－ナチ  

ス政権』）  

23  1984  1982  Zgffぞ乃  以乃d  〟g乃∫Cゐぞ乃，  Tenbrock   Schroedel，   1ト  

血∫gαムg∬ご伽／打沈  （Hannover）   13   

Gg∫eノブ∫C力研，椚rJ∫Cカ年♪vp〝  

ブタブターJタイJ（『時代と人々Ⅹ  

版：1919－1945年の政治・社  
会・経済』）  

24  1988  1987  占∫γGe∫C力～c如eイ〃（『bsv歴  VOmBr11Ch   bsv用ayeriscber  10  
史4N』）  Scbulbuch－Verlag  

（M重ncben）   
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25  1988  1987  抒セ～椚8rer  鮎ダ〟みJ沌  p指ndtner   Buchner  

Ⅳα′拍朋J∫βJdJ∫ざ澗〟∫（『ワイマ  （Bambe柑）   

ール共和国－ナチズム』）  

26  1988  1984  Gr〟乃drぴ der （7e∫ぐカ∫c如e．  P．Alter；   Klett   1ト  

βα乃d  2． 〃g〟ヱe～′  ∫ejJ  G．Hu蝕agel；   （Stu・t鴨art）   13  

J7βタ（『歴史の概説第2巻：  
1789年以降の近代』）   

27  1988  19＄6  ∂e椚0かαオブe 鋸乃d βf如αJ〟r －  Egner   Schroedel   1ト  

βe〟∠∫Cゐg  Ge∫Cカfcカ′e  （Hannover）   13   

ブタノβ－ノタイ5（『民主主義と独  

裁－1918－1945年のドイツの  
歴史』）  

28  1988  1984  J〃′e川α如〃αJβ ββヱfgゐ以〝ge乃  Schoppm¢yer   S¢bwann   1ト  

i椚 Jタ． 〟〝d 2仇  （DQs＄81dorf）   13   

Jα力㌣ゐ…如rペ『19－20牡紀の  

国際関係』）  
29  19S9  19＄8  Ge∫Cカic如∫占以ぐれ 」以ぷglコ録  P．Huttenbwerger；  Cornelsen   10  

〃federぶαC力∫e〃 βα乃d イご 粕川  8．Mlitter；   （Berlin）  

助成＝kh鉦油川抒射痛両部  
あiぶカe〟托（『歴史教科寮ニー  
ダーザクセン版第4巻：第一  
次■世界大戦の終わりから今  
口まで』）   

30  1989  19S8  Ge∫C／2Jぐ力gg 〟乃d Gど∫ぐ力eゐe〃  Balhausen   Klett   10  
川（『歴史と出来事10』）  （St山tga′rt）   

31  1989  1985  Z（ざ∫Jぞ月 〟乃d〟ピ乃∫Cカe〃，Ⅳ班ど  Goerlitz   Schroedel，   10  

d那gαゐgβ／肌gdgr∫αCぁぶg搾  （Hannover）   

βα乃dイJZgf姥g∫Cカfcカ拍（『時  

代と人々新B版ニーダーザ  
クセン第4巻：現代史』）  

32  1989  1983  Zg血ゆα月椚g j／イ（『時代の  Gra鳥mann   Westermann   9－  
記録第3／4巻』）  （Braunschweig）  10   

33  1989  1984  Gr〟〃朗〟r∫e Gg∫Cカブ亡如g（『磨  Bahr   Winkler   11－  

史基礎請座』）  （Fellbach）   13   
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表4－5：1990年一現在まで  

認定  音名   執筆（代表）者  出版社（都市）  学  

年   牛  年   

山  1991  1989  Zg如和 ㍑君〟 財ゼ君∫Cゐぞ搾，Aα∫gαあぞ  Immiscb   Schroedel，   1ト  

ぷノア（）招紘Gg∫gJJぷC烏（沼，  （Hannover）   13   

椚rr∫eゐβ♪囲乃ノ銅プ鋸∫g〟r  

Gegβ乃Wdrg（『時代と人々K版：  
1945年以降の政治・社会・経  
済』）  

2  1991  19呈9  Ge∫Cゐgc飢∫如r∫e  ノか  Prokasky   Scbroedel，   1ト  

ぶgた〟乃血rざf扉おノアβα〃dイご  （Hannover）   13   

枇上川αrぞr点呼〟∂〃鬼〟乃d  
那出血川ね仇油汗鯨仇甘如  

肋rrぷCゐ研（『ギムナジウム第二段  
階のための歴史講座第4巻：ワ  
イマール共和国とナチスの支配』）  

3  1992  1991  U〃∫grぞ GどぶCカic射β j．－b〝 加r  Hug   Diesterweg   9－  

Zど′J加ぶJ川クeriαJ∫ぶ刑〟ぷみiぶg肘  （Frankrurt／M）  10   

Ge即m〝即J（『私たちの歴史第3  
巻：帝国主義時代から現在まで』）  

4  199之  1984  仇川細浦ね肌プ わ乃 5木川肌叫那沖は  Brecht   01denbotlrg   1ト  

dgr肋毎oJ7ffたγ0那加de♂g∫J．  （M払ncIlen）   13   

鉱一．飢dgde∫2．肌さJ沈rfegβ∫（『節  

一次世界大戦の終わりから第二  

次世界大戦の終わりまでの世界  
政治の緊張状態におけるドイツ』）  

5  1992  19S8  片叩ル0〃相加〃  ぴ〝〟  Egner   Schroedel，   1ト  

gの叩即dJJo乃（『衝突と協力』）  （Hanr10Ver）   13   

6  1993  1990  月力けの■f∫ぐカーダ∂Ji′ブぶCゐg   Moser   Klett   11－  

晰汀症椚痛飢Ib椚d乃Cfgれ鮎gfⅢβ  （Stuttgartat）   13   

甜r椚血励≠紺I粕川『歴史・政治  
学的世界論：アンシャン・レジーム  
から現代世界まで』）  

7  1995  1993  GeぷC如机ぶゐlほれ  d以ぶg〟わe  Hof■acker   Cornelsen   10  

－6  〃Jg♂gr∫αC加e乃βα乃d〃，・γb〃ノダノ7  （Berlin）   

占f∫ノタタ2（『歴史教科裔ニーダー  
ザクセン版第4巻：1917－1992年  
まで』）  

8  1995  1992  Ge∫Cカタc鬼才g  dどr  ノ〟de乃 J乃  Wolfrsohn   b＄V（M亀ncben）  1ト  
－6  加l由Cカブα〃d（『ドイツにおけるユダ  13   

ヤ人の歴史』）  
9  1995  1994  β〟どカ乃gr∫ 方oタブeg Gg∫Cカブぐカ紘  Hirschfelder  Bucbnモー   1ト  

－6  粕〃 der ダr（王乃ヱ∂∫iぶC加乃  （Bamberg）   13   

RevoJ封HoIl みiぷ Z以m  

Ⅳロ加朋J∫0ヱidJ∫∫椚〟ぶ（『プフナーの  

歴史辞座フランス革命からナチ  

ズムまで』）  

10  1995  1993  β録rJ川針∫ 方oJJeg Ge∫C力fc射e．  Hirschf■elder  Bucbner   lト  

－6  月efcあー凡叩≠如沌－β血8拍r（『ブ  （Bamb¢Tg）   13   

フナーの歴史論座帝国一共和  

国一独裁』）  

山  1995  199l  Gg∫Cろfc射ビ  ー  タ8Jわg庵  〟搾d  Mickel   Cornelseれ   11＿  

－6  G郎gJJぶC叫声．βd乃dJご拘乃加r  （Berlin）   13   

ダ㌻（‡謹言∂ぶfぶCゐg乃点gvoJ混rfo乃あざざ  

z〟桝如dgdぞぶ2．抒セJJかJgg錯（『歴  

史一政治と社会第1巻：フランス  
革命から第二次世界大戦の終わ  

りまで』）  

12  1995  1993  Gβ∫C鬼才c如e  ノ滋r  Gプ桝乃〟∫fg乃  Heinloth   01denbourg   
＿6  ノブ（『ギムナジウムのための歴史』）  （Milncben）  
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13  1996  1995  Gど∫ぐカic力′ぶ毎cカ 0毎アぷ叫葎 ガα乃d  GnntheトArれdl  Cornelsen   1ト  

－7  2．・βd∫2∂．ノαカrカ出花derf  （Berlin）   13   

14  1996  1995  Ge∫ぐ力∫c如ei川d Ge∫ぐ′ほカe〝 J，  Bernlocbner  Keltt   1ト  

－7  0か即・∫叫声血ぶgβあed（『歴史と出  （Stuttgart）   13   

来賓Ⅰギムナジウム第・・・・－一段階A  

版』）  

15  1996  1995  Ge∫eカブc如g 以乃d Gg∫ぐぁだカe習 JJ，  Ballh   Keltt   lト  

－7  0毎r∫Jゆ血∫g諦ed／β（『歴史と  （Stuttgart）   13   

出来事ⅠⅠギムナジウム第二段階  

A／B版』）  

16  1997  1995  机上ぐゐ乃ぞr∫ 方oプアeg Ge∫Cカgc如e．  Hirschfelder  Bucbnモr   1ト  

－8  拘椚ZlγefJg乃勒JJか～egゐg∫g〟r  （Bamberg）   13   

Gege柁Wα〃（『プフナーの歴史講座  
第二次世界大戦から現存まで』）  

17  1997  1996  β〟C烏乃grぶ gOJJβg （7eゴビゐfc鬼才e．  Pr邑ndner   Buchner   1ト  

－8  ∂eぴJ∫C力Jα〃dzwJ∫Cゐe〃∂f鬼才8r以r  （Bamberg）   13   

〟〃dβg刑0かα由一肋頗血加㍑抽  
20．Jα加ゎ〟乃derぺ『ブフナーの腰  
史溝座ドイツ独裁と民主主義  

の間で－20世紀の世界政治』）  
18  1998  1998  d〃Ⅳ0 〃fビderJrβぐ力∫e〃 βα〃♂ イご  B．Askani   Westerma11n   10  

＿9  伽∫2仇ノαカr力以〃derf（『アノニー  （Braunschweig）   
ダ｝ザクセ第4巻：20世紀』）  

19  1998  1994  gクOCカピ〃〟〃d∫け〟如以デビ乃βα〃dノご  Geiss   Diesterweg   1ト  

－9  Gr〟月dzガgど  e川gr  （Frankrurt／M）  13   
〃〃∫リe′∫αJgg∫C扇ぐ机gノかdie  

0あぞr∫叫作（『時代と構造第l巻：  
ギムナジウム第二段階のための・・  

般歴史の主な特徴』）  
20  1998  1996  勒oc触れ〟〃dぶけ〟如混rゼ乃β〟刀d2ニ  Geiss   Diesterweg   lト  

＿9  粕川dゐ∫ひJ〟J∫ぷ朋以∫あg∫Z〟r  （Frankfurt／M）  13   
Gegg〃W〟rJ（『時代と構造第2  
巻：絶対主義時代から現在まで』）  

2l  19ウ9－  1999  伽ぶ桐rβ〃Ze油〃イ（『様々な時代  Brlickner   Buchner   10  

2000  4』）  （Bambe柑）   

22  1999－  1995  β〟C力朋rぶ ぷ0／／eg Gg∫Cカiぐ射g  Golecki   Buchner   ll－  

2000  血∫即毎C．β錯JぶC烏eG錯Cカメcカーe  （Bamberg）   13   

zⅥノブ∫Cカグ乃Jββク〃乃dブタjゴー  

Ge∫ぐ射c如eder∫叩gr〝ld七月Jビ  
（『プフナーの雁史購塵C版：  
1880－1933年のドイツの雁史一超  
大国の歴史』）  

23  2000－  1997  Ge∫Cカブe射∫わびrカ イ『歴史教科書  Hofacker   Corllelseれ   10  

200l  4』  （Berlin）   

24  2000－  1996  β〟CJ川βr∫  gOJJピg  r如研β乃  A．Golecki   8ucbner   11－  

200l  Gg∫ぐゐ～c力ge． Zwf∫Cカe乃  （Bambe柑）   i3   

dg椚0か〟由c如乃d；けあr王化力打〃d  

JogαJざ∫かど㍗仇，rr∫Cカ年声（『ブフナー  

のテーマ別歴史講座民主主義  

の始まりと全体主義支配の間』）  
25  2000－  2000  β〟C力眠r∫  片∂JJピg  rカe∽e乃  Pf温ndtner   Buchner   12－  

2001  Gg∫Cカiぐ如ピ．恥i澗〟rgr鮎即ム～f烏  （Bambe柑）   13   

打血Ⅳ∫－ぶ拍αJ（『プフナーのテーマ  

別歴史講座ヴァイマル共和国と  

ナチス国家』）  

26  2004＿  2003  旅両加“㍗（先細紬止托 ′か（損  F．Bahr   Westermann   11＿  

2005  0如gr∫Jゆ2，拘乃dgr  （Braunscbweig）  13   
ダrd乃g∂ぷf∫C烏g〃点gv¢J〟Jfo乃あfぶ  

g〟椚加g川花dだぶ2ノ・  
Jαかカ〟〃dgrね（『ホリゾンテ（地平  
線）ギムナジウム第二段階2：フ  
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ランス革命から21世紀の始まりま  
で』）  

27  2005－  2002  β打Cゐ〝erぶ  ∬■pJJeg  rカg椚g〃  A．Golecki   BじCbner   ＝ト  

2006  Ge∫C九ぎc如ど． Zwねどゐg〃  （Banlberg）   13   

dβ椚0かdJf∫CJほ〝J玖作用Cあ混乃d  
Jo才αJぎ書かgr〟err∫Cゐq♪（『ブフナー  

のテーマ別歴史諌座民主主義  

の始まりと全体案義支配の間』）  
28  2005－  1997  Ge∫Cカfc厨∫ゐ〟Cれ Ⅳe“g」払9g‘コカg  B．M弘tt¢r   Corne】sen   10  

2006  4ノね乃Jタブβ占fβゐe以拍（『歴史教  （Berlin）   

科番新版4：1918年から今日ま  

で』）  

29  2005－  2000  〟〟r∫あ〟Cカ Gβ∫C射cん′e．・VO〃 dgr  R．Berg   Corn¢1sen   11－  

2006  加混eゐ∫∫Z〟rGegg乃WαrJ（『コー  （Berlin）   13   

スブック■育代から現代まで』）  

30  2007－  2007  ダのr〟椚  GgぷぐカJc射e，  F．Hormeier  Cornelsen   9－  

2008  Ⅳ′gder∫αCゐ∫g〃タ．粕椚g乃dgdg∫  （Berlin）   10   

gr∫加揮セJ∫か′e即ゐi∫Jタイj（『歴  

史フォーラムニーダーザクセンり：  
第一次世界大戦の終わりから  

1945年まで』）  

301  2007－  2007  銑）デ加乃′e肌gder∫αCカ∫e乃イ（『ホリ  Ch．Andres   Westermann   10  
2008  ゾンテ（地平線）ニーダーザクセン  （Braunschweig）  

4』）  

第二次世界大戦後の連合国軍による軍事占領が終わり、西側三連合国によって直接統治されて  

いたドイツはドイツ連邦共和国として1949年5月に建国した。記録に見る限り、ニーダーザクセ  

ン州教育省が戦後最初に発表した、いわゆる認定教科書リストは同年3月に発表苦れている。明ら  

かにこの時期においても、第二次世界大戦やナチス、ホロコーストは「歴史」として扱うには近  

過ぎる過去であり、認定教科書のほとんどは原始時代、中世が多く、時折フランス革命あたりの  

時代が取り扱われている教科書が見受けられる。また、この時期は教授計画も綿密なものではな  

く、認定教科書の数も後の時期と比べると圧倒的に少ない。   

しかし一方で、1950年代認定教科書リスト8番（『12年間のヒトラー政権』1956年出版、1958  

年認定）や、1960年代認定教科書リスト1番（『私たちの歴史1933－1945年：図表と文書にみる  

「第三帝国」』1963年出版、1964年認定）にあるように、この頃から概説的歴史教科書のほか  

に、特にナチス期のドイツやヒトラー政権のことのみに焦点を当てた教科書が用いられるように  

なってくる。ことに前者は、中等学校の学年を問わず全校種での学習を対象としている点が注目  

される。後者の『私たちの歴史1933－1945年』は、第1車：すべての権力はヒトラーに、第2車：  

経済の全体主義組織、第3章：何故なら彼らは違ったから．．．「第三帝国」におけるユダヤ人追  

放、第4章：1933－1939年のヒトラーの外交政策、第5車：第二次世界大戦（1939－1945年）、第6  

章：抵抗運動、といった内容で、これも学年は指定されていないが、記述の綿密さや深い分析ま  

た字の小ささからしてギムナジウムの高学年教育に用いられたと考えられる。写真も多く掲載さ  

れているが、ユダヤ人に関するものは、現在の教科書に出てくる様な虐殺ざれたユダヤ人の死体  

の山といった、あからさまに残酷な写真はこの時代まだ見られない。同様のことが、1960年代認  
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定教科書リスト3番（『時代と人々B版第4巻：20世紀のヨーロッパと世界』）や同4番（『歴史の主  

な特徴1890年から現在まで』）にも言える。  

1960年代に続き、1970年代前半も教科書認定数は少なく、この傾向は1980年代初頭にかけて  

続く。認定数の少なさのみでなく、認定教科書リストの整理の仕方も教科どとや校種どとに区切  

られているわけではなく、雑然と書名が羅列されているだけである。   

占領期からの継続した視点としては、ヒトラー政権掌握やその政権を推持・拡大させたものと  

して、ドイツ産業経済界の動きとナチスとの関係が多くの紙面を割いて綿密に記述されている。  

1970年代認定教科書リスト3番（『世界史概説：第一次世界大戦から1945年まで』）などは特に顕  

著な例で、多くの統計資料が用いられ、ナチス政権樹立の経済的側面からの説明に力点が置かれ  

ている。他方、ユダヤ人迫害に関しては、やはり比較的抑えられた表現と分量で、車内の1つの節  

「総力戦と■■End16ung”（最終的解決、ユダヤ人絶滅を指す）で取り上げられているが、節内10個の  

考察課題のうち9番目「ユダヤ人問題の最終的解決：アウシュヴィッツ強制収容所」10番目「強  

制収容所と戦争経済」で、読み物をもとに与えられた設問について考えさせるのみである。  

1980年半ばに差し掛かる頃から教科書認可リストは整備されかなり丁寧な記載になり、認可  

教科書数も格段に増加している。また教科書の内容を見ても、ナチス・ドイツを近現代史や現代  

史の申で扱うというよりは、ナチス政権やヒトラーといった国家社会主義時代、第三帝国時代と  

いったように、細かく具体的な事象やテーマに絞った教科書が目立ち始めている。いわゆる「過  

去の克服」が公教育における歴史教育を通じて浸透し拡大していったことが認められる。ただ、  

ホロコーストに関しての記述が際立って多いということはなく、ユダヤ人への迫害と同じ程度  

に、白バラ運動などドイツ人によるナチス抵抗運動も取り上げられている。1980年代認定教科書  

リスト10番の『シリーズ：歴史教育モデルナチズム（国家社会主義）』はその例である。   

一方、強制収容所内部の悲惨な様子は、収容されていた人々によるスケッチなど視覚に訴える  

ものが増えているが、1980年代認定教科書リスト26番『歴史の概説第2巻：1789年以降の近  

代』に掲載されているものは、実際の強制収容所が現在は博物館となっているところで見たの  

と同じものが掲載されているのは注目される。こうした教室内と教室外の歴史教育の関連は多く  

見られる。例えば、ヒトラーがベルリンに次ぐ第二の政府拠点としていたベルヒテスガーデンに  

1999年10月、歴史博物館ドキュメンテーション・オーバーザルツベルクが設立されたが、ここ  

での展示と教科書記述に密接な関連が見受けられる。この博物館の管理・経営はベルヒテスガー  

デン地方基金が行うが、展示内容の責任はミュンへンの現代史研究所が負っている（Institutfnr  

Zeitgeschichte2007）。この点では、イギリスの教科書と戦争関連博物館との関連についても同  

様のことが言え、展示・掲示されている物が同じだけでなく、それに関する質問や疑問の投げか  

ける視点などにも共通するものが多く、戦争に関する歴史問題で、社会の水平的コミュニケー  

ションが図られていると言える。   

いずれにしてもこの時斯から、ナチス時代の過去が戦後ヨーロッパにおけるドイツの政治的・  

経済的位置づけとの関連で考察されるべきテーマとして取り上げる歴史観・世界観が顕著になり  

出している。戦後立ち上げた、欧州石炭鉄鋼共同体（EuropeanCoalandSteelCommunity）の時代  
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から現在の欧州連合（EuropeanUnion）に至るまで、常にヨーロッパの統合の推進力的役割を果た  

し、国民に対してもヨーロッパ人としてのアイデンティティを強調してきた西ドイツ政府が考え  

る国の方向性が表されている。加えて、1980年代からは教科書認定リストで歴史教育と政治教育  

が併記され扱われるなど、歴史は政治の一部として考える政府の政策が顕著に現れている。また  

この時期は、ヴァイツゼッカーが大統領として「歴史に目を閉ざす者は未来に対しても盲目にな  

る」という有名な演説を連邦議会で行った時期で（1985年5月）、西ドイツが政治的にも経済手的  

にも外交的にも、ヨーロッパを中心とした国際社会で着実に回復し発展していった時期である。   

そして現在までを見てみると、戦後、年代を経るごとに第二次世界大戦とナチス・ドイツの歴  

史についての掲載が、量的にも多くなりより詳細な記述がほどこされ、教授計画も綿密に具体的  

に提示されるようになった。ナチスやヒトラーの政策やホロコーストは、詳細にわたり多くの紙  

面を割き記述されている。戦争の原因に関しては、従来からの議論が広く展開されており、ヴァ  

イマル共和国の政治構造の欠陥や、第一次世界大戦の処理としてのヴェルサイユ条約の問題点な  

どがあげられている。また、写真や図といった視覚資料も、特にギムナジウムの第一段階では多  

く用いられている一方、ギムナジウム第二段階では、綿密な描写や解説がほどこされ、公文書館  

で所蔵されている歴史史料も掲載して分析させるなど、かなり高度な歴史学習が準備ざれてい  

る。   

近年の特徴として、ホロコーストをはじめとしたナチスの残虐行為に対し「傍観者」であった  

人々の「責任」について目を向ける視点が加わっている。これに呼応した傾向とみられるのが、  

「地元」とナチスの関係についての記述である。このことは、戦争やホロコースト関係の博物館  

での学芸員・研究員へのインタビューで得られた結果と合致する。つまり、ホロコーストや戦時  

中の残虐な行為は、アウシュヴィッツで起こっただけでなく、自分たちの祖父母の身近で起こっ  

た出来事であり、自分史とも深く関わっていることを認識ざせるものである。  

1Vイギリスの例：ナショナル・カリキュラム導入以降  

ヨーロッパ大陸とは異なり、イギリスでは教科書そのものが、教育・研究上も政治的にも議  

論や調査の的となることば稀であった。学校教育における歴史教育は、100年以上にわたって  

行われてきているが、歴史科が必須科目になったのは1988年教育改革法（EducationReforrnAct  

or1988）以降のことである。それ以前の歴史教育は、必須でもなく、内容についても中央政  

府が干渉することはなかった。1980年代までのイギリスの歴史教育は、いわゆる「The Great  

Tradition（偉大なる伝統）」の言葉に代表されるように、アングロ中心主義、ナショナリズム、保  

守主義の側面が前面に押し出ざれていた（FosterandKarayianni2007；Marsden2001）。大英帝  

国の歴史を中心に、各王朝における出来事や偉大な人物の業績を年代どとに羅列するといった内  

容に限られていた。しかし、同法によるナショナル・カリキュラム即ationalCurriculum）導入以  

降は、教えるべき内容も全国統一になり中央政府により指示されるようになった。加えて、年代  

順の事象の羅列的「受身」の歴史学習から、歴史の事象や人々の行動に関する解釈に目標をおく  
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「能動的」な学習となっていった。このナショナル・カリキュラムの導入以来、教科書に関する  

掲載内容への注目が増し、政治、経済、ナショナルアイデンティティ等の視点からの議論も盛ん  

になっている肝osterandCrawford2006；Marsden2001：2）。   

網羅すべき主な内容は以下の通りである。  

表5：ナショナル・カリキュラム  

表5－1：ステージ別歴史科学習内容  

段階（ステー  ジ  学   年齢   
評価   

）  年  

7  ll－12  l．．ローマ帝国  
8  12－13  2．中仰の他界：川66～1500年のイギリス  

KeyStage3  3．連合モ同の形成：モ位、議会、人々1500～1750  

年  

9＊  13－14          4－ 拡大、貿易、工業：イギリス1750～1900年  
5，第二次世界大戦の時代   
l．イギリス民主主義の発達  
2．国際紛争と協調、含：第二次壮界大戦とその影響  
3．イギリス、ヨーロッパ、世界の経済・社会・文化的変  

10  14－15  化  

KeyStage4  4．1945年～約20年前における国際紛争と協調  
・第二次世界大戦以降の超大同の関係と発展  

・海外におけるヨーロッパ各帝国の植民地崩壊の理由  

・国際連合と第二次世界大戦以降の地球規模の協力  

ll＊＊  15－16          ・1945年から1970年頃までの間に、ヨーロッパ各国が政  
治的・経済的に互いに引き寄せあうようになった程度とそ  

の理由   

＊英語、数学、科学について国内紙－テスト（NatiomalTests）を行う  

＊＊大部分の生徒がGCSE（GeneralCertificateofSecondaryEducation）、その他国が定める中  

等教育修了認定を受ける  

表5－2：KeyStage3「第二次世界大戦の時代」の学習内容  

1930年代ヨーロッパの凝  第一次世界大戦の遺産   
展   1930年代の協力体制と紛争   

戦争の経験   ヨ←ロツパ、アジア、その他世界の地域における戦争の経験と影響  
戦時中指導者の役割（含、ヒトラー、チャーチル、スターリン、ルーズ  
ベルト）  

銃後の国民生活  
ホロコースト  

広島と長崎への原子爆弾投下   
戦争の直接的影響  ヨーロッパにおける国境面河定  

国際連合の起源（含、国連人権宣言）、厳民   

1TheGeneralCertiBcateofSecondaryEducation：イギリス（スコットランドを除く）における義務教育修了を認   

定するd連の試験で、大方の生徒が14－16歳の間に受験する。通常、GCSEはA－1evel受験要件である。A－level   

（Advancedlevel）：イギリス（スコットランドを除く）における大学人学資格認定試験で、中等教育段階の最終2  

学年の閤に受験する。  
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表5－3：KeyStage4「第二次世界大戦の時代：1933～1945年」の学習内容（必須）  

目的  20世紀の大きな危機がイギリス、ヨーロッパ、他の脾界にもたらした影響について理解  

する   

関連  この段階の他の全てのスタディ・ユニットと関連させる   

焦点  戦争の原因、総力戦の特徴、イギリスと他の国々の人々に与えた影響、戦争によって  
イギリス、ヨーロッパ、世界におきた変化の概略  
教師は、生徒に次のことを理解させるよう努める：  
様々な原因があることと各々の原因の蒐要性、戦争原因にまつわる歴史的論争、戦  

前・戦中・戦後において発揮した神話やプロパガンダのカの例、歴史資料としての映  

画、写真、個人の記憶、博物館や歴史都市訪問の活用、下記概念や「宥和」「攻  
撃」「前線」「強制収用所」「ホロコースト」「電撃戦争」といった特別な歴史用言昏を用  
いた歴史理解   

概念  全体主義、ファシズム、ナチズム、民主主義、虐殺、戦争犯罪、プロパガンダ   

表5－4：KeyStage4「第二次世界大戦の時代：1933～1945年」の項目別学習内容  

政治   経済・技術・科学   社会・宗教   文化・芸術   

l．戦争の原因：ヒトラ  l．技術と戦争の性格  1．戦争の犠牲  l．放送  
ー、イギリスと宥和、  2．原子爆弾   者：虐殺、ホロ  2．解が、ボスタ  
ポーランド侵略、   3．戦争の経済的結果   コースト、難   ー、戦争映  
1939年  民、ホームレ   画、文学、  

必                                     2．連合国・枢軸国の  ス、爆撃の被   娯楽   

須   地図、戦腸、  音者、戦争掃   
情   1939～1945年  虜   

報  3．戦時の指導者：チヤ  2．イギリスの市民   
ーチル、ルーズベル  生活   

ト、スターリン、会談  
4．ヨーロッパ政治にお  

ける戦争の影響、超  
大国、冷戦の起源  

1．ヒトラーの目的：わが  1．戦車、電撃、エルアラ  1．アウシュヴィッ   l．プロパガンダ  
闘争、全体主義的   メイン、1940年、レ  ツ、スターリンの犠  のためのラジオ  
独裁、人種観、生存   ーダー、戦略的爆  牲者、電撃攻撃、  使用、士気、漫  
圏、条約改正、ライ   額、ク㍑／＼－スタースせド  ドレスデン、広島、  画  

ンラント、併合、チェ   レスデン、船と潜水  レニングラード陥  
ンバレンとミュンヘ   艦、航空母艦；ミッ  落、批判、総力戦  

典  ン、1938年、ポーラ   ドゥェイ、珊瑚海；  の合理化、プロパ   
型   ンドへの保障、ナチ■   大西洋戦争、護送  ガンダ、戦後世界   
的   ソ連協定   船団．ダンケルク、  への希望、ピグァ   
情  2．西部戦線、東部戦   1940年、ノルマンデ  レッジ報告、労働   
報   線、北アフリカ、大西   イ上陸、1944年、ア  党勝利、1945年  

洋と太平洋   イラントー・ホッヒ○ンク●、沖  
3．テヘラン、ヤルタ、ポッグ   縄、硫黄島  

ム   2．マンハッタン計画  
4．ヨーロッパ分割、東欧  3．ヨーロッパ・ソ連・日  

共産主義勢力、西   本の経済疲弊、ア  
欧の複数政党民主   メリカの優越、マー  
主義、アジア植民地  シヤル・プラン   

の衰退、トルーマン・ト◆ク  
トル、イスラエル建  

国、1948年  
（HistoryiT2theNationalCurriculum膵nglan4）．TheDepartmentofEducationandScience，  

Marc血1991；加ゎrγかαgぷJJoJ∂ごタr叩郎αね〆〃ほざgcr拍rγげぶfdfe♪r朗〃Cαf血α乃d  
Science．NationalCuT？lCulum．TheDepartmentofEducation＆Science，J111y1990より）  
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表6：今回調査したイギリスの教科書  

出版  
教科書名   主な執筆者   出版社   

学年   

年  

A－Level  
2000  β石竹別物」＝りイーム鋸柑   D・Murphy   Collins  （17－8  

歳）   

2  2000  財∂dg川肝or／d〟f∫Jorγ   
Cambridge  

T．McAleavy   UP   年   

3  2001  〟0♂g川肝orJd仇∫rOrγルr月9dヱ   D．Ferr沌y；   
Heinemann   

10～ll  

坤eビ研cβ〃0〃β．Core   J．McCabe  年   

GC∫g〟f∫JorγノbrⅣJgC∫pgcけ盲cαfgo乃  P8arnes；   
4  2003  h¢inemann   

10～11  

R．Evans  年   

5  2001  肋）dど川酌rJd仇∫∫肝γノbJ■gde∬CeJj   MCbandler；  HeiTlモmann   10～1l  
伽ecび盲cαggO乃d．Core   J．Wright  年   

6  2003  〝‘∫foり′∫c毎朋eβ0β鬼j．・J〝‘のJ力g   J．Kidd；   
H¢in8mann   

10～ll  

rwe乃J′e才力Cぞ乃′町y．ダα肌肌九〃わ〃卜占d〃h〃  R．Rees  年   

7  200l  〟oオビ川脚orJd〟ブぶ柏rγ′brd9月   T．Hewitt；   
Heinemanll   

10…＝  

郎怖吠仇Ⅶ仇川β．ダ0〟〃血〃0月   J．Shuter  年   

8  2000  〟0♂g川Ⅳ〃rJd〃加orγ   
D．Ferriby；  

Heinemann   
10～11  

D．Hansom  年   

rカgAオoder乃 ⅣロrJd．〃eよ〝eJ乃〝乃乃   N．Kelly；   
Heinemann   

10－11  
9  】996             ∫gcβ乃血rγ〟～∫′orγProノgc′   R．Rees  年   

r力e〟odビr〃押rのrJdノダ（）び乃d〟Jfの〃  

10  199（；   gdf〃0机〟gf乃g椚8柁乃ぷeco〃血rJ′〟fぶ古びrγ  H8inemann   
10～11  

Prq′ecf   
年   

皿  1989  アg叩Jgeve〝f∫i〃才力g〟¢der乃ⅣorJd   
Hodder＆  

T．Nicholas  Stougbton   
10～11  

年   

12  1990  町or鬼仇JJ〟ode用材orJd肌∫Jorγ   J．Nichol   Macmillan   
10～1l  

年   

13  199（i  0以「材orJd拍f∫Cど乃れけγ   D．Heater   OxrordU P   
10～ll  

年   

14  2001  rカぞ〟oder〃 揮／orJd   Å．Todd   
10～11  

Oxrord UP  
年   

15  2004  ダβJe乃∫肌ぶr〟rJ′．reC鬼乃OJogJ′．Wαrα〃♂   
A．Wilkes   

10～1l  

fde乃Jf〃ど∫ごαWOrJd∫J〟dγq〃erノタ州  Folens（B4）  年   

2 TheAssessmentandQualificationsA11iance：イギリス国内にある三つの公的試験機関のひとつで、義務教育修  

了証明にあたるGCSEや、大学人学資格認定にあたるA－levelなどの試験を行ない、そのための生徒や教師への   

支援も含めて行なう。AQAは国内GCSEの51％、A－levelの43％をつかさどっている。  

3 Edexcelも上記AQAと同様、GCSE等各種資格認定を与える機関。  
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戦争の原因については、ドイツの教科書と同様に、ヴェルサイユ体制との関連で述べられてい  

ることが多い。それと同時に、ナチズムの背景とも帰結ともとれる扱いとして、ドイツにおける  

家族関係、家庭や社会における男女の役割など、民族的血統を守ろうとするこの時代のドイツ社  

会の側面を語る記述やポスターなどがよく載せられている。   

これに対して、イギリス国内社会にみる戦争の影響として、女性の役割が社会でよく認識され  

るようになったことが、多くの教科書で述べられている。”HomeFront”、「銃後の国民」とし  

て国家と社会と家庭によく貢献したことが、戦後のイギリス社会における女性の地位向上の土台  

となったという視点で書かれていることが多い。このことは、2005年7月9日にエリザベス女王  

が、女性にとっての第二次世界大戦の経験について公式の言葉を述べたことと無関係ではなく、  

戦争に関して国としてのある一定の公の歴史観を貫く姿勢を反映しているものであると言われる  

（CrawfbrdandFoster2007）。また、ナチ抵抗運動として、レジスタンスがイギリスにもあったこ  

とを紹介し、スパイ活動をする女性の姿が写真とともに紹介されてりしている。   

昨今、歴史解釈問題で言及されることが多くなってきたイギリスなど連合軍によるドイツ市民  

（特にドレスデン、ハンブルク等）を狙った無差別爆撃の問題であるが、多くの教科書で触れられて  

はいるが、詳しい記述やその問題性に関する設問などはリスト15番を除いて稀であり、その紙幅  

は決して大きくはない。   

概してイギリスの場合、戦争は「戦闘」として据えられていることが多く、部隊の動きや作戦  

に関する図解や地図、詳しい記述が多い。これは、「戦争」とは殺人であり、不幸な過去であ  

り、反省すべき人間の行為として記述や写真でなどで表現されているドイツと対照的である。  

Vまとめにかえて  

ドイツの歴史教科書は時代を経て、第二次世界大戦、ナチス、ホロコーストといった「暗い過  

去」に関する記述に多くの紙面が割かれ、詳細な描写がほどこされてきた。ヨーロッパの歴史教  

科書を比較研究するニコルズ（Nicholls2006：40）は、”Germanyhadnochoice：．と述べているが、  

ドイツにも戦後多くの選択肢があった。戦前日本やドイツのみならず、人権侵害や無差別的市民  

の大量殺りくといった暗い過去を持つ「民主主義国家」も少なくなく、その過去を後世に伝える  

方法や考えは実に様々である。したがって、如上にみた徹底した歴史教育は、明らかにドイツの  

選択であったと言える。ヨーロッパの戦後再構築構想を背景に、西ドイツは第二次世界大戦にお  

ける侵略とホロコーストの歴史に向き合い近隣諸国と共通の理解を築くことを、国の根源に関わ  

る政治的課題として取り組んできた。ヴァイツゼッカーの例を上げるまでもなく、戦後西ドイツ  

には「国の良識」を体現してきたとされる政治・社会のエリートがこうした歴史政策を始動し、  

共通の歴史、共通の地理、共通の祖先をもつことによって、人類は共通の未来もてるという共存  

の理念を実行してきた。またドイツの場合、こうした政府や政治家の歴史政策・歴史観を牽引力  

としながら、1960年代後半の学生運動やその他様々な社会運動が「過去の克服」への大きな原動  

力となってきた。この点戦後日本に関しては、「1人のギュンター・グラスも出なかった」と指  
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摘が厳しい（金1995：13）。ドイツでも、西側資本主義批判やマルクス主義史観が「最も簡単な説  

明」と苦れることもあったが、こうした社会運動は体制批判にとどまらず、ナチスとホロコース  

トの過去に沈黙してきた「親たち世代への怒り」とともに、広く人々に政治課題としての歴史を  

見つめる視点を広げ、「過去の克服」に大きな転機と進展をもたらしてきたと言える（Hildebrand  

1984）。   

国際政治の文脈と歴史教育は密接な関係にある。UNESCOが、教科書における「共通の歴史認  

識」を提唱したのも、戦後世界の平和的国際秩序の構築という時代の要請を反映したものであっ  

た。その後、歴史教科書を介した国際対話の試みに長い歴史と経験を持つヨーロッパでは、地域  

共同体を通じて、いわゆる教科書対話が盛んに唱えられ実践されてきた（CouncilofEurope1974；  

Georg－EckerトInstitut1951）。ヨーロッパでは、「統合」という大きな文脈変化をうけ、歴史と向  

き合う姿勢や視点に最近いくつか顕著な変化がみてとれる。従来はドイツのホロコーストに極端  

に焦点をあてた第二次世界大戦の経験を、これからはヨーロッパ全体の歴史として解釈し記憶し  

ようという動きがある。こうした動きに対しては、ドイツの過ちを相対化するものとして批判の  

声があがる中、2002年にEUが発表したManifestationsofAntisemitismintheEU2002－2003は、  

象徴的な表明であったと考えられる。第二次世界大戦の「コスモポリタン的記憶」や「ホロコー  

スト・メモリーのコスモポリタン化」といった新しい歴史観は、こうした動きのひとつであると  

言える（LevyandSznaider2001：Welzer2007）。   

歴史を解釈する潮流も変化している。昨今の歴史学の論文では、「集団の記憶」（collective  

momery）ブームに警鐘を鳴らすものもある。歴史は社会科学の方法論に基づいてテストされるも  

のというよりは、国家や社会集団の歴史というものは、そのメンバーによって記憶され共有され  

るものが歴史として認識され解釈苫れるという考えに歴史研究者が取りつかれ、ある種の脅迫観  

念となってしまっているという指摘である（Bourke2004）。確かに、「真実」や「正しい歴史」  

を教えるというよりは、むしろ出来るだけ学習者自身に解釈ざせ考えさせるという教育方針は、  

設問が多く設けられている教科書にもよくみてとれる。いずれにしても、こうしたドイツやヨー  

ロッパでの歴史問題への取り組みは、アジアにおける歴史認識問題を懸案とする日本に少なから  

ぬ示唆を与えるものであると言える。  
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